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データの整備と計算機の発展に伴い，現

在では精確な波数積分ができるようになっている．こ

のような状況のもと，最新放射計算技術と気象・気候

学研究における応用について，幅広い研究分野で活躍

されている研究者に解説を頂いたのが本書である．内

容は大気における放射伝達問題に限らず，電磁波の散

乱計算，雪氷，植生・都市キャノピーにおける問題等

多岐にわたっている．放射に関してはこ

気象研究ノート第223号
「気象・気候学のための最新放射計算技術とその応用」
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放射計算技術は気象・気候研究におけるエネルギー

収支の評価に不可欠であり，また大気や地表面のリ

モートセンシングにおいても基盤的役割を担ってい

る．鉛直１次元構造の平行平板大気を仮定した無偏光

の多重散乱過程を含む放射計算は，すでに1990年頃ま

でには確立していた．その後，現実的な雲のように３

次元構造を持つ大気中の放射伝達や，偏光を考慮した

放射伝達，非球形粒子による散乱の計算技術が飛躍的

に発展した．また，気体分子による吸収・射出過程も

高精度吸収線

が少しでも放

射の問題に興味を持ち，自らの研究に活かして頂ける

ものと期待する．
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れまで和文の

文献が少なかった．本書により，気象・気候学を専攻

とする大学院生やより広い分野の研究者
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常

のお知らご寄附

万円のご寄附をいただきました．常

任理事会に

任理事会

昨年秋に逝去された柳井迪雄名誉会員の奥様から，

日本気象学会に20

，「国際学術交

流基金」の一部に組み入れさせていただくことにいた

しました．その旨，会員の皆様にご報告すると共に，

改めて柳井名誉会員の御冥福をお祈りいたします．おいて柳井名誉会員のご生前のお気持ちに

添うことができる使途を検討した結果


